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が
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池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集

日
本
文
学
全
集
全
30
巻
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01

古
事
記
　
池
澤
夏
樹
訳

■■新訳■
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世
界
の
創
成
と
神
々
の
誕
生
か
ら
国
の
形
が
で
き
あ
が
る
ま
で
を
描
く

 
 

最
初
の
日
本
文
学
。
神
話
と
歌
謡
と
系
譜
か
ら
な
る
錯
綜
の
テ
ク
ス
ト

 
 

を
今
の
我
々
が
読
め
る
形
に
。
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口
訳
万
葉
集
　
折
口
信
夫
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百
人
一
首
　
小
池
昌
代
訳

■■新訳■

新
々
百
人
一
首
　
丸
谷
才
一

 
 

和
歌
の
歴
史
を
始
ま
り
か
ら
爛
熟
期
ま
で
九
百
年
に
亘
っ
て
辿
り
、
精

 
 

選
し
た
歌
に
達
意
の
訳
と
周
到
な
註
釈
を
添
え
る
。
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竹
取
物
語
　
森
見
登
美
彦
訳

■■新訳■
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伊
勢
物
語
　
川
上
弘
美
訳

■■新訳■

堤
中
納
言
物
語
　
中
島
京
子
訳

■■新訳■

土
左
日
記
　
堀
江
敏
幸
訳

■■新訳■

更
級
日
記
　
江
國
香
織
訳

■■新訳■

 
 

「
も
の
」
を
「
か
た
る
」
の
が
文
学
で
あ
る
。
奇
譚
と
冒
険
と
心
情
、
そ

 
 

こ
に
詩
的
感
興
が
加
わ
っ
て
、
物
語
と
日
記
は
こ
の
国
の
文
学
の
基
本

 
 

形
と
な
っ
た
。
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源
氏
物
語
上
・
中
・
下
　
角
田
光
代
訳

■■新訳■

 
 

 
 

世
に
優
れ
て
魅
力
あ
る
男
の
物
語
が
た
く
さ
ん
の
登
場
人
物
を
連
ね
て

 
 

際
限
な
く
広
が
る
。
そ
の
一
方
で
人
の
心
の
奥
へ
も
深
く
沈
ん
で
ゆ
く
。

 
 

い
う
ま
で
も
な
く
日
本
文
学
最
大
の
傑
作
。
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枕
草
子
　
酒
井
順
子
訳

■■新訳■
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方
丈
記
　
高
橋
源
一
郎
訳

■■新訳■

徒
然
草
　
内
田
樹
訳

■■新訳■

 
 

随
筆
と
は
筆
に
随
う
の
意
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
が
ど
れ
ほ
ど
自
在
に
遠

 
 

く
ま
で
人
を
連
れ
出
す
こ
と
か
。
現
代
の
日
本
人
の
感
受
性
は
こ
れ
ら

 
 

の
随
筆
に
由
来
す
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
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日
本
霊
異
記
　
伊
藤
比
呂
美
訳

■■新訳■

今
昔
物
語
　
福
永
武
彦
訳

宇
治
拾
遺
物
語
　
町
田
康
訳

■■新訳■

発
心
集
　
伊
藤
比
呂
美
訳

■■新訳■
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説
話
文
学
は
仏
教
を
説
き
な
が
ら
、
実
は
人
間
の
ふ
る
ま
い
の
放
縦
を

 
 

語
る
。
教
義
か
ら
の
野
放
図
な
逸
脱
は
む
し
ろ
哄
笑
を
誘
う
だ
ろ
う
。
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平
家
物
語
　
古
川
日
出
男
訳

■■新訳■
3
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古
代
日
本
で
最
も
武
張
っ
た
年
代
記
。
栄
華
か
ら
滅
び
に
い
た
る
道
筋

 
 

の
哀
感
を
、
語
り
物
に
つ
な
が
る
文
体
で
伝
え
る
。
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能
・
狂
言
　
岡
田
利
規
訳

■■新訳■
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説
経
節
　
伊
藤
比
呂
美
訳

■■新訳■

曾
根
崎
心
中
　
い
と
う
せ
い
こ
う
訳

■■新訳■

女
殺
油
地
獄
　
桜
庭
一
樹
訳

■■新訳■

菅
原
伝
授
手
習
鑑
　
三
浦
し
を
ん
訳

■■新訳■

義
経
千
本
桜
　
い
し
い
し
ん
じ
訳

■■新訳■

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
　
松
井
今
朝
子
訳

■■新訳■

 
 

か
つ
て
も
今
も
、
舞
台
か
ら
は
人
の
声
が
響
く
。
そ
こ
か
ら
演
ず
る
者

 
 

と
見
る
者
の
交
流
が
生
じ
る
。
そ
の
喜
び
と
興
奮
を
現
代
の
言
葉
で
再

 
 

現
す
る
。
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好
色
一
代
男
　
島
田
雅
彦
訳

■■新訳■
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雨
月
物
語
　
円
城
塔
訳

■■新訳■

通
言
総
籬
　
い
と
う
せ
い
こ
う
訳

■■新訳■

春
色
梅
児
誉
美
　
島
本
理
生
訳

■■新訳■

 
 

江
戸
期
は
市
民
の
時
代
で
あ
り
、
先
取
り
さ
れ
た
近
代
で
あ
っ
た
。
日

 
 

本
の
小
説
は
既
に
こ
の
時
期
に
完
成
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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松
尾
芭
蕉
お
く
の
ほ
そ
道
　
松
浦
寿
輝
選
・
訳

■■新訳■

与
謝
蕪
村
辻
原
登
選

■■新釈■

小
林
一
茶
長
谷
川
櫂
選

■■新釈■

と
く
と
く
歌
仙
　
丸
谷
才
一
他

2
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0
円  72882-7

 
 

俳
諧
は
自
然
と
世
間
と
人
間
を
結
ぶ
。
俳
聖
た
ち
の
句
に
連
歌
か
ら
発

 
 

句
を
経
て
俳
句
に
至
る
流
れ
を
辿
り
、
現
代
の
連
歌
と
し
て
丸
谷
才
一

 
 

ら
の
歌
仙
を
収
め
る
。
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樋
口
一
葉
た
け
く
ら
べ
　
川
上
未
映
子
訳

■■新訳■

夏
目
漱
石
三
四
郎

森
鷗
外
青
年

2
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円  72883-4

 
 

明
治
は
ま
ず
も
っ
て
清
新
な
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
擬
古
文
な
が
ら

 
 

モ
ダ
ン
な
一
葉
の
「
た
け
く
ら
べ
」
を
現
代
語
訳
で
供
し
、
そ
の
後
に

 
 

知
的
な
青
年
を
主
人
公
と
し
た
「
三
四
郎
」
と
「
青
年
」
を
配
置
す
る
。
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06
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南
方
熊
楠
神
社
合
祀
に
関
す
る
意
見
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柳
田
國
男
海
上
の
道
　
根
の
国
の
話
他

折
口
信
夫
死
者
の
書
　
妣
が
国
へ
・
常
世
へ
他

宮
本
常
一
土
佐
源
氏
　
生
活
の
記
録
他

 
 

民
俗
学
は
文
学
の
す
ぐ
隣
に
い
る
。
で
は
そ
こ
ま
で
文
学
の
領
域
と
し

 
 

て
し
ま
お
う
。
実
際
の
話
、
境
界
は
な
い
の
だ
。
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谷
崎
潤
一
郎
乱
菊
物
語
　
吉
野
葛
他
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あ
ま
り
に
多
才
で
多
面
的
な
こ
の
作
家
の
全
容
は
と
て
も
一
巻
に
は
収

 
 

ま
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
最
も
物
語
性
に
富
ん
だ
も
の
を
。
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宮
沢
賢
治
疾
中
　
ポ
ラ
ー
ノ
の
広
場
他
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中
島
敦
悟
浄
出
世
　
悟
浄
歎
異
　
李
陵
・
司
馬
遷
他

 
 

世
界
文
学
を
自
分
の
内
部
に
抱
え
込
ん
だ
二
人
の
創
作
者
。
詩
に
お
い

 
 

て
、
童
話
に
お
い
て
、
小
説
と
エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て
、
奔
放
に
あ
ふ
れ

 
 

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
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堀
辰
雄
か
げ
ろ
う
の
日
記
　
ほ
と
と
ぎ
す
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福
永
武
彦
深
淵
　
世
界
の
終
り
　
廃
市

中
村
真
一
郎
雲
の
ゆ
き
来

 
 

西
欧
の
近
代
文
学
と
日
本
の
古
典
を
同
列
に
置
い
て
学
ん
だ
作
家
た
ち
。

 
 

そ
の
果
て
の
達
成
は
し
な
や
か
な
文
体
と
哀
れ
深
い
内
容
と
な
っ
た
。
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大
岡
昇
平
武
蔵
野
夫
人
　
捉
ま
る
ま
で
他
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戦
争
体
験
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
こ
の
作
家
を
生
ん
だ
。
昭
和
と
い
う
時

 
 

代
の
雰
囲
気
と
人
間
の
本
性
を
正
確
に
伝
え
る
知
性
の
文
学
。
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石
川
淳
焼
跡
の
イ
エ
ス
　
紫
苑
物
語
他
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辻
邦
生
安
土
往
還
記

丸
谷
才
一
横
し
ぐ
れ
　
樹
影
譚

 
 

こ
の
三
人
を
通
底
す
る
の
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
原
理
で
あ
る
。
今
の

 
 

我
々
の
文
学
は
ま
ず
も
っ
て
こ
の
原
理
の
上
に
成
立
し
て
い
る
。
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吉
田
健
一
文
学
の
楽
し
み
　
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
の
世
紀
末
他

 
 

批
評
と
い
う
文
学
形
式
に
お
い
て
近
代
日
本
が
生
ん
だ
最
も
価
値
あ
る

 
 

二
冊
。
そ
の
傍
ら
に
巧
緻
な
翻
訳
と
機
略
の
小
説
、
洒
脱
の
エ
ッ
セ
ー

 
 

を
配
す
る
。
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日
野
啓
三
向
う
側
　
ふ
し
ぎ
な
球
他
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開
高
健
輝
け
る
闇
　
痛
覚
か
ら
の
出
発
他

現
代
の
日
本
は
他
の
国
々
に
通
じ
、
海
の
向
こ
う
の
戦
争
や
、
世
界

 
 

観
・
宇
宙
観
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
々
は
今
も
こ
う
い
う
時

 
 

代
に
生
き
て
い
る
。
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大
江
健
三
郎
人
生
の
親
戚
　
狩
猟
で
暮
し
た
わ
れ
ら
の
先
祖
他

 
 

こ
の
人
の
作
品
世
界
は
広
い
の
で
な
か
な
か
全
容
が
見
え
な
い
。
政
治

 
 

と
理
想
、
女
性
原
理
、
辺
境
な
ど
の
糸
で
織
っ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
。
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中
上
健
次
鳳
仙
花
　
半
蔵
の
鳥
他
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辺
境
は
実
は
世
界
の
中
心
で
あ
る
。
熊
野
を
舞
台
に
、
欲
望
・
悲
し

 
 

み
・
憤
り
、
す
な
わ
ち
人
間
の
本
然
を
書
い
た
作
品
群
を
再
構
成
し
、

 
 

彼
の
小
宇
宙
を
現
出
す
る
。
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石
牟
礼
道
子
椿
の
海
の
記
他
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名
作
『
苦
海
浄
土
』
を
背
後
で
支
え
て
い
た
の
は
古
代
以
来
の
人
の
営

 
 

み
と
幸
福
で
あ
っ
た
。
美
し
い
文
体
が
も
の
が
た
る
反
近
代
の
思
想
。
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須
賀
敦
子
コ
ル
シ
ア
書
店
の
仲
間
た
ち
他
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我
々
は
海
外
の
書
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
暮
ら
す
と
こ
ろ
か
ら

 
 

生
ま
れ
る
文
学
を
得
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
か
く
も
豊
饒
な
作
品
に
結
実
し

 
 

た
の
か
。
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26

近
現
代
作
家
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

久
生
十
蘭
　
金
子
光
晴
　
岡
本
か
の
子
　
安
岡
章
太
郎
　

井
上
ひ
さ
し
　
安
部
公
房
　
川
端
康
成
　
村
上
春
樹

津
島
佑
子
　
筒
井
康
隆
　
他

 
 

こ
の
百
年
の
間
に
書
か
れ
た
傑
作
、
今
こ
そ
読
む
に
価
す
る
名
作
を
、

 
 

も
っ
ぱ
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
尺
度
か
ら
選
ん
で
供
す
る
。
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29

近
現
代
詩
歌

2
6
0
0
円  72899-5

詩

池
澤
夏
樹
選

短
歌
　
穂
村
弘
選

■■新釈■

俳
句
　
小
澤
實
選

■■新釈■

 
 

詩
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
文
学
の
中
心
。
詩
や
短
歌
や
俳
句
は
む
ず
か

 
 

し
い
と
い
う
先
入
観
を
一
掃
す
る
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
実
現
し
よ
う
。
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
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30

日
本
語
の
た
め
に
　
池
澤
夏
樹
編

2
6
0
0
円  72900-8

祝
詞
　
漢
詩
　
ア
イ
ヌ
語
　
日
本
国
憲
法
他

■■一部■
■
■
■
■
■新訳■

 
 

日
本
文
学
の
定
義
は
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
語
と

 
 

文
学
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
実
例
と
日
本
語
論
を
幅
広
く
集

 
 

め
、
豊
饒
の
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
。
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28 27

全
巻
解
説
＝
池
澤
夏
樹

2018年 11月  　源氏物語  中　2019年 11月  　源氏物語  下  ＊刊行月は予定です。変更する場合もあります。

3
1
0
0
円  72890-2

2
9
0
0
円  72892-6

 

上 

3
5
0
0
円  72874-2

／
＊ 

中 

3
5
0
0
円  72875-9

／
＊ 

下 

3
5
0
0
円  72876-6

＊ 

＝
未
刊

 

Ⅰ  

2
8
0
0
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Ⅱ  

2
8
0
0
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Ⅲ  

2
8
0
0
円  72898-8
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月
報=

恩
田
陸
、坂
口
恭
平　

解
題=

鶴
見
太
郎　

帯
装
画=

高
木
紗
恵
子

月
報=

桐
野
夏
生
、皆
川
博
子　

年
譜=

千
葉
俊
二　

帯
装
画=

会
田
誠

月
報=

夢
枕
獏
、古
川
日
出
男　

年
譜=

栗
原
敦
、山
下
真
史　

帯
写
真=

川
島
小
鳥

月
報=

堀
江
敏
幸
、島
本
理
生　

年
譜
＝
鈴
木
和
子　

帯
装
画=

舛
次
崇

月
報=

青
山
七
恵
、大
林
宣
彦　

年
譜
＝
花
﨑
育
代　

帯
装
画=

今
日
マ
チ
子

月
報=

鹿
島
茂
、町
田
康　

年
譜
＝
中
条
省
平　

帯
装
画=

古
賀
春
江

月
報=

松
浦
寿
輝
、柴
崎
友
香　

年
譜
＝
島
内
裕
子　

帯
装
画
＝
林
哲
夫

月
報=

奥
泉
光
、角
幡
唯
介　

年
譜=

千
野
帽
子　

帯
写
真=D

ayanita S
ingh

月
報=

中
村
文
則
、野
崎
歓　

年
譜
＝
尾
崎
真
理
子　

帯
装
画
＝
で
き
や
よ
い

月
報=

東
浩
紀
、星
野
智
幸　

年
譜
＝
市
川
真
人　

帯
写
真
＝
蜷
川
実
花

月
報=

多
和
田
葉
子
、小
野
正
嗣　

年
譜=

阿
南
満
昭　

帯
装
画
＝
ク
サ
ナ
ギ
シ
ン
ペ
イ

月
報=

長
野
ま
ゆ
み
、福
岡
伸
一　

年
譜=

松
山
巖　

帯
装
画
＝
村
橋
貴
博（guse ars

）

月
報=

北
村
薫
、ア
ー
サ
ー・ビ
ナ
ー
ド　

帯
装
画
＝
松
井
一
平

月
報=

鷲
田
清
一
、柴
田
元
幸　

帯
作
品
＝
大
原
大
次
郎
／
ホ
ン
マ
タ
カ
シ

月
報=

内
田
樹
、京
極
夏
彦　

解
題=
三
浦
佑
之　

帯
装
画=

鴻
池
朋
子

月
報=

穂
村
弘
、今
日
マ
チ
子　

解
題=

岡
野
弘
彦
、渡
部
泰
明　

帯
作
品=m

inä perhonen

月
報=

小
川
洋
子
、津
島
佑
子　

解
題=

島
内
景
二　

帯
装
画=

清
川
あ
さ
み

月
報=

上
野
千
鶴
子
、武
田
砂
鉄　

解
題=

藤
本
宗
利
、浅
見
和
彦　

帯
写
真=

花
代

月
報=

髙
樹
の
ぶ
子
、朝
吹
真
理
子　

解
題
＝
小
峯
和
明　

帯
装
画
＝
し
り
あ
が
り
寿

月
報=

高
畑
勲
、安
田
登　

解
題
＝
佐
伯
真
一　

帯
装
画
＝
松
本
大
洋

月
報=

酒
井
順
子
、後
藤
正
文 

解
題
＝
宮
本
圭
造
、阪
口
弘
之
、内
山
美
樹
子　

帯
装
画
＝
五
木
田
智
央

月
報=

田
中
優
子
、宮
部
み
ゆ
き　

解
題
＝
佐
藤
至
子　

帯
装
画
＝
中
村
佑
介

月
報=

藤
野
可
織
、堀
本
裕
樹　

年
譜
＝
大
谷
弘
至　

帯
装
画
＝
ウ
ィ
ス
ッ
ト・ポ
ン
ニ
ミ
ッ
ト

月
報=

高
橋
源
一
郎
、水
村
美
苗　

解
題
＝
紅
野
謙
介　

帯
装
画
＝
浅
野
い
に
お

Ⅰ
／
月
報=

荒
川
洋
治
、中
島
京
子　

帯
装
画
＝
草
間
彌
生

Ⅱ
／
月
報=

加
藤
典
洋
、斎
藤
美
奈
子　

帯
装
画=

シ
シ
ヤ
マ
ザ
キ

Ⅲ
／
月
報=

池
澤
春
菜
、山
本
貴
光　

帯
装
画=

池
田
学

　

上
／
月
報=

瀬
戸
内
寂
聴
、大
和
和
紀　

解
題=

藤
原
克
己　

帯
写
真
＝
荒
木
経
惟

日本文学全集  河出


